
１．学校名 
愛知県立三谷水産高等学校 

 
２．活動テーマ名 
  「ウナギの資源保護と完全養殖化に向けた基礎研究」 
 
３．実践の概要・ねらい 
  日本大学ウナギ学研究室等の研究機関との連携によりニホンウナギの生態系に関する研究を

深め、絶滅が危惧されるニホンウナギの保護・管理に関する研究を行う。また、ウナギの産卵・

飼育研究に関する情報の収集を行い、本校で飼育しているシラスウナギの生殖腺の形態を調べ、

シラスウナギの雌性化に関する研究を進める。さらに、二ホンウナギの人工催熟方法として、

雄親魚には市販の胎盤性生殖腺刺激ホルモン(HCG)、雌親魚にはサケ脳下垂体抽出液の投与に

関する研究と、雄親魚には搾出法、雌親魚にはカニュレーション法による採精・採卵について

も研究を進め、愛知県水産試験場との連携により完全養殖化に向け、天然のシラスウナギに依

存する養殖形態からの脱却を図る。 
  これらの取組を通して、地域のブランド化に向けた取組を進めるとともに、大学や他の関連

機関等と研究活動を進める中で、生徒の状況把握力、情報分析力等を育成し、課題を探究し解

決する力や自ら考え行動する力を養う。 
 
４．実践計画 
 ①教育課程上の位置づけ 

本研究に関する該当学科は海洋資源科である。第３学年では、「総合実習」や「課題研究」に

おいて、養殖環境や技術について、具体的事例を通して研究し、ウナギの種苗生産や生産過程

全般について、特に完全養殖化に向けた増殖技術に関する知識と技術を習得させる。 
 ②実践の評価について 

各取組について各基礎力の保有段階を明らかにし、向上のためのプロセスを可視化できるよ

うにすることを実現するために、評価形式にはルーブリック評価を用い、効果を測定する。 
ルーブリック評価における評価指標、評価基準を検討し、ルーブリック評価基準表を作成す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

５．今年度の実践 
①計画からの追加・変更点 

計画からの追加は、ウナギの産卵・飼育研究に関する情報の収集を行うとともに、関係す

る文献調査を行った。本校で飼育したシラスウナギから３～４年後のウナギの生殖腺の形態

を調べた。２～３年飼育したウナギを解剖し、内臓に付属している生殖腺を肉眼的に調べて

雌雄を確認した。二ホンウナギの人工催熟方法として、雄親魚には市販の胎盤性生殖腺刺激

ホルモン(HCG)、雌親魚にはサケ脳下垂体抽出液を使用し、併せてウナギの全長及び体重を

目 標 Level  ０ Level  １ Level  ２ Level  ３

状況把握力 自分と周囲の人々や物事との関係性
を理解する力 自分でやるべきことを把握できない 自分でやるべきことを把握できるが、

関係性がイメージできない
自分でやるべきことを把握でき、関係
性がイメージできる

現在の状況を把握でき、完成までの
イメージが持てる

知識力・技
術力

既習の知識が定着し、またさらに知
識を得ようと自発的に意欲的に学習
する力

知識が不足し、学習意欲も感じられ
ない

助言をもとに必要最低限の知識を獲
得している

助言をもとに必要な知識を意欲的に
獲得している

既習内容が定着している。かつ自発
的な学習を通して獲得した知識を活
用している

計画力 課題の解決に向けたプロセスを明ら
かにし準備する力 課題を設定できるが、準備できない 課題を設定でき、準備ができる

課題に応じた準備ができ、優先順位
を付けることができる

課題に応じた準備ができ、優先順位
を付け、チームに対して正確に伝え
ることができる

実行力 目的を設定し確実に行動する力 課題と目的が見つけられず、行動で
きない

課題は見つけられるが、目的が見つ
からず意見を述べるが一人で行動で
きない

課題と解決方法が見つけられ、一人
で行動できる

チームを積極的に活用して目的を達
成する行動ができる

情報活用能
力

必要な情報を最適な方法で収集し、
分析や判断に活かすことができる

助言があっても情報を収集すること
ができず、指示された資料や内容の
みまとめられる

助言をもとに、必要な情報を限られた
手段で収集している

必要な情報を効率的に意図的に収
集し、分析や判断に活用している

必要な情報を、情報の特性を理解し
た上で効果的・効率的に収集してい
る。かつ情報内容を吟味し、取捨選
択し、意図的な情報収集し、分析や
判断に活用している

情報分析力 多くの情報から必要なものを的確に
利用する力

情報を読み取ることができず、客観
的な理解ができない

情報を読み取ることができるが、客
観的な理解ができない

情報を読み取ることができ、客観的
な理解と分析ができる 分析して相手に対して的確に伝える

ことができる

忍耐力 必要な作業に継続して、行動する力 作業に対して継続できない 作業の内容で得意な部分を継続して
行うことができる

作業の内容を把握し、必要な作業を
継続して行うことができる

成功するまで努力を惜しまず、失敗し
ても繰り返し継続して作業することが
できる

文献検索力
研究を通して感じた疑問から、課題を
見い出し、文献検討して、研究疑問を
精錬することができる力

研究での経験に客観的な疑問を感じ
ることがない

研究を通して感じた疑問はあるが、
課題に関する情報の収集には至らな
い

研究を通して感じた疑問から、課題を
見い出し、先行研究を検索することが
できる

臨地実習を通して感じた疑問から、
先行研究を検索し、研究につなげる
ことができる

創造力 現象を捉え、新しいことにチャレンジ
する力

現象を捉えられず課題に対する発想
ができない

現象を捉えることができるが、課題に
対する発想ができない

現象を捉えることができ、課題に対す
る発想ができる

現象を的確に捉えることができ、課
題に対する複数の発想ができる

思考・判断力 作業に必要なことを的確に理解する
力

課題に対して自分の役割と必要な作
業手順が理解できない

課題に対して自分の役割は理解でき
るが、必要な作業手順がわからない

課題に対して自分の役割と必要な作
業手順が理解でき、周囲に伝えるこ
とができる

周囲の状況と正しい作業手順を判断
し改善することができ、周囲に対して
的確に提案できる

コミュニ
ケーション
力

自分の考えや気持ちを相手と交換で
きる力

自分のことを伝えようとする意欲がな
い

自分のことを伝える意欲はあるが表
現が乏しく、相手の気持ちも理解する
ことができない

自分のことをある程度伝えられ、か
つ、相手の事情を理解しようとする態
度はみられる

自分の考えを具体的かつ論理的に
わかりやすく伝えられる。同時に、自
分の意見を持ちながら、相手の背景
や事情を考慮して共感をもって受け
入れられる

プレゼン
テーション
力

自分の伝えたいことを表現し、相手を
納得させることができる力 相手を動かす意欲がない

自分の伝えたいことを表現し、相手を
動かそうとするが、手段が未熟で伝
わらない

効果的に相手に働きかけ、相手の同
意を得ることができる

効果的な手段を活用することで、相
手を納得させる、周囲の人を動かし、
行動変容させることができる

課題発見力
現状と目標を把握し、その間にある
ギャップの中から、解決すべき課題を
見つけ出す力

与えられた課題を正しく理解できない 与えられた課題を正しく理解できてい
る

現状と目標を把握し、その間にある
ギャップの中に問題を見つけている

現状と目標を把握し、その間にある
ギャップの中から、解決すべき課題を
見つけ出している

課題解決力
目の前の状況を見て自分の問題を
発見し、知恵を出して解決・実行でき
る力

課題を解決する意欲がなく、困難な
状況に立ち向かう気持ちがない

課題を解決する意欲はあるが、行動
に移せない

目標達成に向けて、不測の事態が起
きた場合にも、取り組み続けることが
できる

目標達成に向けて粘り強く、困難な
状況から逃げずに挑戦できる。更に
その計画を俯瞰し、進捗状況や不測
の事態に合わせて柔軟に行動を修
正できる。

自己理解力 粘り強くあきらめずに取り組むことが
できる力

自分の思いと異なる事象に対して向
き合わず、あきらめてしまい、感情の
コントロールができない

自分の思いと異なる事象に向き合お
うとし、感情のコントロールができな
い

自分の思いと異なる事象が発生した
際に、それを解決するための方策を
考えることができる

自分の思いと異なる事象が発生した
際に、それを解決するための方策を
考え、実践することができる

協調性 場の状況をよみ自分の役割を理解
し、その役割を果たすことができる

他のメンバーへの配慮がなく、場に
合わせた「ほうれんそう」がなく、カン
ファレンスでの発言も少ない

他のメンバーへの配慮が少なく、場
に合わせた行動も乏しい

研究チームの中でメンバーシップを果
たすことができ、場に合わせた行動
ができる

研究チームの中で、リーダ―シップを
発揮することができ、場に合わせた
「ほうれんそう」やカンファレンスでの
積極的な発言ができる

身に付けさせたい力

指導力・判断力・
表現力等

学びに向かう力・
人間性等

知識・技能



測定した。雄親魚には搾出法、雌親魚にはカニュレーション法により採精・採卵を試み、ふ

化を実現するための良質な卵を作る研究を進めた。 
 

②実践の成果 
 ウナギに関する文献を調査し、大きく４

つに分けて整理した。(1)養殖ウナギはほと

んどが雄であることから、如何にして雌親を

確保するか。(2)雌親を確保するために女性

ホルモン投与により雌ウナギを作出する方

法が効果的であるか。(3)人工授精のタイミ

ングを如何にして探し出すか。(4)ふ化仔稚

魚に与える飼料を如何に確保するか。これら

の課題を一つずつ解決しながら、ウナギの人

工種苗生産ができるよう研究を進めた。ま

ず、シラスウナギに女性ホルモンを投与する

ことで比較的簡単に雌化させることに成功

した。さらに良質な受精卵を得るためには、

卵の成熟状態が最良のタイミングで排卵誘

発処理を行う必要がある。成熟した雌親魚か

らカニュレーションなどによって採取した

卵巣卵を、卵径の大きさや油球の大きさ・数

などから推察して、卵成熟の各ステージを判

断したが、観察した卵は未熟卵や過熟卵で、

排卵間近において受精可能なステージの卵

を確認することができなかった。 
 本研究は科目「資源増殖」の中で取り組ん

でおり、人工養殖技術と効率的な養殖方法の

確立が目標となっている。まだ結論が出てい

ない新しい研究に従事し、生徒自らが答えを

見つけていくことで自発的な探究心や深い

学びにつながっていると考えられる。また科

目「課題研究」との連携により、他学科との

横断的な幅広い視点で問題解決にあたるこ

とが可能となっている。展示会への出展や研

究発表を通じて成果を報告する取組に、生徒

が自ら携わることで表現力の育成にもつな

がっている。今後も外部機関との連携を積極

的に取り入れ、学びに向かう力や人間性の発展にも役立てていきたいと考える。 
 

③生徒の意識変化等 
生徒は多くの魚種は鰭の形や大きさ、体色、婚姻色などで雌雄を容易に識別できることを

知っているが、外観上からウナギの雌雄判別することは非常に難しいことを感じたようであ



る。今後のウナギの産卵研究において、親魚の生殖腺成熟に必要なホルモンが雌雄で異なる

ことから簡易的な雌雄判別方法を検討する考えに至ったようである。また、養殖ウナギのほ

とんどが雄になっていることから、一体どのようにして魚類の性が決定されるのか、疑問に

なってその謎を調べるようになり、研究意欲が高まった。 
生徒は飼育条件下でウナギがほとんど

成熟しないことを知っていたが、ホルモ

ン投与の回数を繰り返すことにより、雌

雄の親ウナギの腹部が膨れ上がり、今に

も自然に放卵・放精するのではないかと

思ったようである。また、愛知県図書館企

画展示「ウナギ：ひつまぶしの未来を考え

る」にてホルモン処理による雌雄の親魚

を展示するとともに、「完全養殖への挑戦 

その１」と題して発表した。発表したこと

により、自信と意欲が増した。 
 
④次年度への課題 

生徒は２年時に総合実習の時間にアユやニジマスの搾出法による採卵・採精と人工授精法

を体験的に学んで、比較的簡単に種苗生産できたが、ウナギの採卵がこんなに難しいとは思

っていなかった。そのため、さらに、良質な親魚と卵を作る方法を探究し、人工授精を成功

させていく必要がある。 
また、これまでに催熟した親魚は排卵・放精するものの、成熟卵の状態が悪く、まだ受精

率がゼロでふ化には至っていない。成熟し

た雌親魚からカニュレーションなどによっ

て採取した卵巣卵を、卵の大きさ・油球の

大きさや数などから推察して卵成熟の各ス

テージを判断できる。しかし、観察した卵

は未熟であったり、過熟であったりで、排

卵間近で受精可能なステージの卵を確認で

きていない。今後は、受精可能なステージ

の状態をより容易に判別できるよう研究を

進め、適切な受精のタイミングを追究した

いと考えている。 
 

６．主な連携機関及び内容 
・日本大学：研究協力・助言 
・愛知県水産試験場：指導・助言 
・三谷漁業協同組合：指導・助言 
・竹島水族館：指導・助言 



「ウナギの資源保護と完全養殖化に向けた基礎研究」

【研究の目的】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研
究
活
動

探
求
的
な
活
動

研
究
発
表

○時数　４月～３月　　70時間（課題研究70）

○関連　水産海洋基礎、資源増殖、海洋生物

○目標
（１）海洋資源科の生徒を中心に、二ホンウナギの生態と産卵に関する知見を深める。
（２）絶滅が危惧される二ホンウナギの資源保護・管理に関する研究事例を調査する。
（３）二ホンウナギの完全養殖化に向けた基礎研究を行い、天然シラスウナギ依存型の養殖形態からの脱却を図る可能性を探る。
（４）養殖業者等と連携してウナギの地域ブランド化に向けた取組みを進める。
（５）ウナギの研究機関等と研究活動を進める中で、生徒のコミュニケーション能力や社会に適応する能力を育成する。

　海洋資源科の生徒を中心に、日本大学ウナギ学研究室等の研究機関との連携により、ニホンウナギの生態系に関する研究を深め、絶滅が危惧されるニホ
ンウナギの保護・管理に関する研究を行う。また、愛知県水産試験場との連携を通して完全養殖化に向けた基礎研究を行い、天然のシラスウナギに依存す
る養殖形態からの脱却を図る可能性を探る。さらに、これらの研究を通して、グローバルな資源管理について学ぶとともに、大学や他の関連機関等と研究
活動を進める中で、生徒のコミュニケーション能力や社会に適応する能力を育成する。加えて、東亜細亜鰻学会に参加するなどの活動を通して、ニホンウ
ナギの資源保護等に関する情報を積極的に収集する。

【主な連携機関と内容】

・日本大学：研究協力・助言

・愛知県水産試験場：指導・助言

・三谷漁業協同組合：指導・助言

・竹島水族館：指導・助言

１．事前調査と初期研究

①ウナギの最新研究に関する情報の収集
・インターネット検索等により、二ホンウナギの産卵生態と人工
種苗生産の最新状況を調べた。

・ウナギに関する文献を調査し、大きく４つに分けて整理した。
(1)養殖ウナギはほとんどが雄であることから、如何にして雌親
を確保するか。(2)雌親を確保するために女性ホルモン投与によ
り雌ウナギを作出する方法が効果的であるか。(3)人工授精のタ
イミングを如何にして探し出すか。(4)ふ化仔稚魚に与える飼料
を如何に確保するか。これらの課題を一つずつ解決しながら、
ウナギの人工種苗生産ができるよう研究を進めた。

②ホルモンの経口投与によるシラスウナギの雌化と雌雄確認
・ウナギの産卵・飼育研究に関する情報の収集を行うとともに、
関係する文献調査を行った。本校で飼育したシラスウナギから
３～４年後のウナギの生殖腺の形態を調べた。

・女性ホルモンの投与によりシラスウナギの雌化率を調べた。
・ホルモン投与しないシラスウナギの雌雄確認とその割合を調査
した。

③県立図書館での展示発表
・愛知県図書館の企画展示「ウナギ展」にて、生徒が
研究成果を発表するとともにその内容を展示した。

２．具体的な研究の進行

①ホルモン注射による雌雄の生殖腺成熟
・体重の測定・精子の採取・卵の採取を行った。
・雌雄のウナギ親魚にそれぞれ規定量のホルモン注射を定期的に
行い、その都度、体長及び体重を測定した。

②卵の成熟状況を確認と雌化したウナギの作出
・雌親魚の体重増加と採取した卵の卵径及び油球の大きさと数に
よる卵の成熟状況を確認した。

・本校の養殖ウナギのほとんどが雄であるため（約83％）、雌親
魚を探すには困難を伴う。これを解消するため、愛知県内水面
漁業研究所で開発された、シラスウナギの雌性ホルモン投与に
より雌化したウナギの作出を試みた。

③生徒研究文の発表および市立図書館での展示発表
・生徒研究文が公益財団法人産業教育振興中央会が主催「専門高
校生徒の研究文・作文コンクール」で発表し優秀賞を受賞

・蒲郡市図書館にて研究成果内容を展示発表した。

３．研究成果の発表および振り返り

①ホルモン注射による雌の排卵誘発
・卵の成熟状況を確認後、排卵誘発のホルモン注射を行う。

②研究成果と課題
・シラスウナギに女性ホルモンを投与することで比較的簡単に雌
化させることに成功した。成熟した雌親魚からカニュレーショ
ンなどによって採取した卵巣卵を、卵径の大きさや油球の大き
さ・数などから推察して、卵成熟の各ステージを判断したが、
観察した卵は未熟卵や過熟卵で、排卵間近において受精可能な
ステージの卵を確認することができなかった。

③研究成果発表
・研究成果発表会のためのプレゼンテーション資料を制作し、研
究成果発表を行った。


